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８万3千の署名を提出します

「安保」関連法阻止！ 憲法改悪を許すな！辺野古埋め立て阻止！
国会開会日の本日、午後２時から内閣府で

念
を
盛
り
込
み
、
そ
れ
に
該
当
す
る

と
日
本
政
府
が
判
断
す
れ
ば
、
地
理

的
制
約
も
な
し
に
自
衛
隊
に
武
力
行

使
を
さ
せ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ま
さ
に
“
自
力
で
戦
争
を
や
れ
る
国

家
”
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
日
本
国

憲
法
第
９
条
の
完
全
な
破
壊
だ
。
私

た
ち
は
、
集
団
的
自
衛
権
関
連
法
の

制
定
を
絶
対
に
許
さ
な
い
。

沖
縄
、福
島
の
圧
殺
許
す
な

　
首
相
は
、
口
で
は
「
国
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る
」
と
言
い
な
が
ら
、

沖
縄
で
は
辺
野
古
埋
め
立
て
工
事
を

暴
力
的
に
進
め
、
福
島
で
は
子
ど
も

た
ち
を
放
射
能
の
中
に
置
き
去
り
の

ま
ま
、
汚
染
水
処
理
も
で
き
な
い
の

に
、県
民
の
帰
還
を
強
制
し
て
い
る
。

　
「
辺
野
古
新
基
地
Ｎ
Ｏ
！
」
の

県
民
意
思
は
く
り
返
し
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安

倍
は
新
基
地
建
設
を
指
示
し
、
そ
れ

が
海
上
保
安
庁
・
警
察
の
暴
力
と

な
っ
て
現
れ
て
い
る
。
私
た
ち
は
、

沖
縄
の
労
働
者
民
衆
の
闘
い
を
支
持

し
、
連
帯
す
る
。
戦
争
を
す
る
た
め

の
辺
野
古
新
基
地
と
高
江
ヘ
リ
パ
ッ

ド
の
建
設
を
絶
対
に
許
さ
な
い
。

壊
滅
を
主
導
す
る
」
と
宣
言
し
た
。

　
安
倍
は
、
今
回
の
事
件
を
利
用

し
て
「
有
志
連
合
」
に
参
加
し
、

「
イ
ス
ラ
ム
国
壊
滅
作
戦
」
に
自

衛
隊
を
派
遣
す
る
こ
と
を
狙
っ
て
い

る
。
「
７･

１
閣
議
決
定
」
を
適

用
す
れ
ば
、
「
他
国
が
現
に
（
今
ま

さ
に
）
戦
闘
行
為
を
行
っ
て
い
る
現

場
」
で
な
け
れ
ば
補
給
・
輸
送
な

ど
の
「
後
方
支
援
」
が
で
き
る
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
が
今
国
会
に
提
出

す
る
「
安
全
保
障
関
連
法
案
」
だ
。

「
存
立
事
態
」で
戦
争
自
由
に

　
「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
」
と

は
、
自
衛
隊
が
武
力
を
行
使
し
て
戦

争
を
す
る
こ
と
だ
。
政
府
案
で
は
、

「
存
立
事
態
」
と
い
う
新
し
い
概

　
安
倍
首
相
は
口
先
で
は
「
人
命

が
第
一
」
と
言
い
な
が
ら
、
実
際
に

は
人
質
を
見
殺
し
に
し
た
。
首
相
は

昨
年
９
月
以
降
、
「
イ
ス
ラ
ム
国
」

空
爆
へ
の
支
持
・
協
力
を
公
言
し
て

い
た
。
こ
の
事
件
の
原
因
と
そ
の
責

任
の
一
切
は
首
相
に
あ
る
。
安
倍
政

権
は
、
中
東
歴
訪
で
ば
ら
ま
い
た

２
億
㌦
―
25
億
㌦
を
撤
回
し
、
首
相

は
全
責
任
を
と
っ
て
退
陣
せ
よ
！

中
東
派
兵
を
狙
っ
て
い
る

　
オ
ラ
ン
ド
大
統
領
は
、
「
フ
ラ
ン

ス
は
テ
ロ
と
の
戦
い
に
入
っ
た
」
と

宣
言
し
、原
子
力
空
母
「
シ
ャ
ル
ル
・

ド
ゴ
ー
ル
」
の
中
東
派
遣
を
表
明

し
た
。
他
方
、
米
オ
バ
マ
大
統
領
は

一
般
教
書
演
説
で
「
イ
ス
ラ
ム
国

１
月
25
日
朝
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
日
曜
討
論
で

集団的自衛権の法整備について、「今回のような人質事件
が発生した時に自衛隊を派遣できるようにしたい」

７０年談話について、「『植民地支配と侵略』『痛切な反省』
『心からのお詫び』等の文言を使うかどうか、再検討する」

戦争に突進する安倍を倒せ！

「私は後藤健二だ。安倍、あ
なたが（湯川）遥菜を殺した。
あなたは、私の拘束者による
脅しを真剣に受け止めず、72
時間以内に行動しなかった。
　いとしい妻よ、２人の娘が恋
しい。安倍が私に同じことをし
ないようにしてほしい。あきらめ
ないでほしい。私の家族、友人、
インデペンデントプレスの同僚と
ともに、政府に圧力をかけ続
けなければならない。」（抜粋）

拘束中の後藤さん
が訴えていたこと

「安倍が殺した」 職
場・学
園
か
ら
、戦
争
法
反
対
の
嵐
を


